
 

 

東日本大震災から 12 年 震災の記憶と教訓を伝えたい 

「けせんぬま伝承・防災文化祭２０２３」開催 

休暇村気仙沼大島では「ともしびプロジェクト」の明かりを灯します 

報道関係者各位 

プレスリリース 

２０２３年２月１７日 

休 暇 村 気 仙 沼 大 島 

 

 

 

 

 

宮城県の北東端、気仙沼市に位置するリゾートホテル「休暇村気仙沼大島」（所在地：宮城県気仙沼市

外畑 16、支配人：高田 靖）では、東日本大震災から１２年経つ今年も、想いを伝え、想いを繋いでい

く「ともしびプロジェクト」に参加します。また、気仙沼市内では、震災の記憶と教訓を伝えるイベン

トが各所で開かれます。気仙沼市東日本大震災遺構・伝承館では、昨年に続き「けせんぬま伝承・防災

文化祭２０２３」を開催。未来につないでいくための取り組みを、それぞれの形で発表します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

海から約 150ｍ、海抜 0～1ｍの立地が 13m を超す大津波に襲われながら、誰一人犠牲にならなかった 

奇跡の向洋高校跡地に建設された「震災遺構・伝承館」 

◆気仙沼市東日本大震災遺構・伝承館「けせんぬま伝承・防災文化祭２０２３」 

気仙沼市内及び南三陸町内の小・中・高等学校の生徒に 

よる伝承、防災、復興、災害の取組をそれぞれの形で表現 

します。中・高生達が実行委員として企画し、今の自分達 

が感じていることを「未来へつなぐ」ために発信します。 

日 時：３月１日（水）～４月２日（日） 

    みんな語り部  ３月１１日（土）・１２日(日） 

９：３０～１５：００ 

     特別フォーラム ３月１９日（日） 

             １部１２：２０～ 

２部１３：３０～ 

     他、防災〇×クイズラリー、メモリアルイルミ等 

会 場：気仙沼市東日本大震災遺構・伝承館 

入 場：無料 ※伝承館の見学は別途入館料が必要    

https://kesennuma-memorial.jp/event/detail.php?id=120 

https://kesennuma-memorial.jp/event/detail.php?id=120


 

◆ともしびプロジェクト 

被災地への想い「忘れないをカタチに」を心に、それぞれ 

の場所で、毎月１１日の月命日に、気仙沼を中心に全国各地 

のたくさんの方々と一緒に、東北へ想いを込めてキャンドル 

を灯しています。休暇村気仙沼大島では、このともしびプロ 

ジェクトに賛同し、毎月１１日にロビーや中庭、ブックラウ 

ンジなどでキャンドルに灯をともし、東日本大地震の津波に 

より被災した人々の想いを後世に伝えています。 

 

 

【休暇村気仙沼大島宿泊プラン 三陸グルメを味わう ふかひれ付プレミアム浜焼き会席】 

三陸の厳選した食材を使用した会席コースです。気仙沼特 

産のふかひれをはじめ、鮑や牡蠣、ホタテなどを無煙ロー 

スターにのせて浜焼きスタイルでお楽しみいただける人気の 

コースです。 

期 間：通年 

料 金：平日２名１室利用  

大人１名 １６，５００円（税込）～ 

 

◆休暇村気仙沼大島 

２０１９年に気仙沼大島大橋が、２０２１年には気仙沼湾横断橋が開通し、よりアクセスが便利にな

った、東北最大の有人島、気仙沼大島に立つリゾートホテルです。２０２０年にリニューアルオープン

し、快適に「浜焼き」が食べられるレストランや暖炉を囲む中庭、のんびりお茶を飲みながら過ごすブ

ックラウンジ、快適なプレミアム和洋室にバルコニー付和洋室 

が誕生しました。ハイキング、サイクリングやマリンスポーツ 

などアクティビティも充実しています。 

 

所在地：〒988-0603 宮城県気仙沼市外畑１６  

支配人：高田 靖 

ＵＲＬ：https//www.qkamura.or.jp/kesen/ 

 

◆新しい旅のスタイル‟ゼロ密のリゾート“を目指した取組み 

お客様、従業員、関係者など皆様の安全・安心を第一に、‟ゼロ密のリゾート“を目指し日々 

取り組んでまいります。 

休暇村公式サイト内 特集ページ https://www.qkamura.or.jp/campaign/zero/ 

 

◆自然にときめくリゾート 休暇村 

日本の景色を代表する国立公園・国定公園など優れた自然環境の中にある 

リゾートホテル。3５か所ある休暇村は、「自然にときめくリゾート」のコン 

セプトのもと、地元の食材を活かした料理や、地域の自然、文化、歴史との 

ふれあいプログラムなど、その土地ならではの魅力にふれる場を提供し、 

すべてのお客様に心が自然にときめくひとときをお届けします。 

 

 

 
【本件に関する報道関係者からのお問合せ先】 

休暇村 気仙沼大島 担当：高田 靖 ／ 米澤 雄輔 

TEL：0226-28-2626 FAX： 0226-28-2627 

MAIL：kouho_pr@qkamura.or.jp 

https://www.qkamura.or.jp/campaign/zero/

